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序　　文

　2000 年の国連総会において「ミレニアム開発目標」の１つとして、「2015 年までに世界の貧困人

口割合を 1990 年の水準の二分の一に削減する」ことが確認されました。アフリカでは、貧困層の 7

割以上が農村で生活を営んでいるといわれ、貧困の削減を図る上で農村地域の開発が大きな課題とな

っております。

また、2003年 10月には東京において第 3回アフリカ開発会議 （Tokyo International Conference on

African Development III: TICADIII）が開催され、アフリカの開発の重要性に対する関心が高っていま

す。

独立行政法人国際協力機構では、アフリカの農村開発における我が国の協力のあり方を考察するこ

とは、援助の効率的な実施の観点からも重要であると考え、1999 年度（平成 11 年度）からプロジェ

クト研究「アフリカ農村開発手法の作成」調査を実施して参りました。その成果の一つとして、2001

年度には、アフリカ農村開発協力において、対象村落の分析から開発プロジェクトの立案に至る調査・

計画段階についての一つの指針となる「アフリカ農村開発手法の作成ガイドライン（計画編）」を策

定しました。また、2002 年度からは、同ガイドラインの今後の幅広い活用を念頭に、農村開発にお

けるプロセス（実施）に焦点を当てた調査・研究を行って参りました。本報告書は、その成果を取り

まとめたものです。

本プロジェクト研究におきましては、「計画編」策定時から国内研究会に参加して頂いている多く

の方々に、引き続き多大なるご協力を頂きました。また、アフリカ農村開発協力に関する意見交換を

目的に訪問した、他の援助国や国際機関、JICA 在外事務所にもご協力を頂きました。ここに改めて

謝意を表します。本調査の国内研究会は様々な立場でアフリカ農村開発に取り組む方々の意見交換を

行う貴重な機会ともなり、今後、アフリカへの協力を行なっていく上でも、こうした機会を持てたこ

とを嬉しく思います。

なお、本調査の調査研究及び取りまとめは、（財）国際開発センターが担当しました。

本報告書が機構職員のみならず、広くアフリカ諸国における農村開発協力に携わっておられる関係

各位の一助となることを願っております。

平成 16年 3月

独立行政法人　国際協力機構

　　農林水産開発調査部長

平松　紀延
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